
分析化学 2単位 (必修)

Analytical Chemistry 松木均 ·教授 /生物工学科 生物機能工学講座，堀均 ·教授 /生物工学科 生物機能工学講座

【授業目的】分析化学とは，試料中のある目的成分について，その化学的あるい
は物理的性質をもとに，他成分と区別して認識したり (定性分析)，存在量を決
定したり (定量分析)する方法を探究し，体系化した学問である．本科目では
その中でも物質の定量に関わる分析法を中心に，その基本的原理と方法論を
修得させることを目的とする．

【授業概要】前半では，分析化学において最も基礎となる分析データの取り扱い
方，溶液内の化学反応および化学平衡，各種容量分析法の原理と応用を講義
する．後半では，機器分析法のうち，各種分光分析，電気化学分析，クロマト
グラフィーなどの分離分析について講義する．

【キーワード】誤差，正確さ，精度，定量分析法，機器分析法
【先行科目】[先行科目]
【関連科目】『基礎化学実験』(0.5)，『物理化学 2』(0.3)，『生物統計学』(0.2)，
『生物無機化学』(0.3)，『生物工学演習 4』(0.5)

【履修要件】高校理系の化学を十分修得していることを前提とする．
【履修上の注意】講義中に計算問題を解くことがあるので，常に計算機 (できれば
関数電卓)を持参すること．

【到達目標】
1.分析を行う上で基礎となる基本的概念とこれらに基づく容量分析法 (滴定)
を理解する．

2.各種の機器分析法の原理と手法を理解する．
【授業計画】

1.導入教育，序論 (教科書 p.1∼ 4)
2.水の性質，酸-塩基，化学平衡 (教科書 p.5∼ 26)
3.酸-塩基平衡 (教科書 p.27∼ 34)
4.沈殿平衡，酸化還元平衡 (教科書 p.34∼ 43)
5.錯形成平衡平衡 (教科書 p.43∼ 49)
6.容量分析，重量分析 (教科書 p.51∼ 76)
7.分離と濃縮 (教科書 p.77∼ 100)
8.誤差，正確さと精度，有効数字 (教科書 p.113∼ 119)，中間試験 1(到達目標

1の一部評価)
9.機器分析 (1):機器分析概論，原子スペクトル分析法 (教科書 p.121∼ 147)

10.機器分析 (2):核磁気共鳴分光法，電子スピン共鳴 (教科書 p.147∼ 167)
11.機器分析 (3):分光光度分析法，蛍光およびりん光分析法 (教科書 p.167∼ 189)

12.機器分析 (4):赤外吸収分光法，X線分析法と電子分光法 (教科書 p.189∼ 205)
13.機器分析 (5):電気化学分析法 (教科書 p.205∼ 218)
14.機器分析 (6):クロマトグラフィー (教科書 p.218∼ 242)，中間試験 2(到達目
標 2の一部評価)

15.期末試験 (到達目標全ての一部評価)
16.答案の返却と講評

【成績評価基準】到達目標 2項目が各々 60%以上達成されている場合をもって合格
とする．到達度は目標 1が中間試験 1(20%)及び期末試験 (80%)で，目標 2が
中間試験 2(20%)及び期末試験 (80%)で評価する (出席点は加えない)．中間試
験 1(20%)+中間試験 2(20%)+期末試験 (60%)で最終評価とする．ただし出席
率 80%以上 (12回以上の出席)を期末試験の受験資格とする．

【JABEE合格】成績評価と同じ．
【学習教育目標との関連】本学科教育目標 (C)，(D)に対応する．
【教科書】赤岩，柘植，角田，原口著「分析化学」丸善
【参考書】
�大橋，小熊，鎌田，木原著「分析化学-溶液反応を基礎とする」三共出版
�小笠原，細川，米山著「化学実験における測定とデータ分析の基本」東京
化学同人
�庄野，脇田著「入門機器分析化学」三共出版
�分析化学研究会 (編著)「定量分析」廣川書店
�黒田，杉谷，渋川著「分析化学」裳華房

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216393
【対象学生】開講コース学生のみ履修可能
【連絡先】
⇒松木 (化生棟 607, 088-656-7513, matsuki@bio.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 金曜日 16:20-17:50)

⇒堀 (M棟 821, 088-656-7514, hori@bio.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 月曜日 11:55-12:50)

【備考】
�授業を受ける際には 2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習をし
たうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要である．
�到達目標 1は授業計画 1-8に，到達目標 2は授業計画 9-14に関係する．
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Analytical Chemistry 2 units (compulsory)

Hitoshi Matsuki · Professor / Biological Functional Engineering, Department of Biological Science and Technology, Hitoshi Hori · Professor / Biological Functional Engineering, Department of Biological Science and Technology

Target〉 分析化学とは，試料中のある目的成分について，その化学的あるいは物
理的性質をもとに，他成分と区別して認識したり (定性分析)，存在量を決定し
たり (定量分析)する方法を探究し，体系化した学問である．本科目ではその
中でも物質の定量に関わる分析法を中心に，その基本的原理と方法論を修得
させることを目的とする．

Outline〉 前半では，分析化学において最も基礎となる分析データの取り扱い方，
溶液内の化学反応および化学平衡，各種容量分析法の原理と応用を講義する．
後半では，機器分析法のうち，各種分光分析，電気化学分析，クロマトグラ
フィーなどの分離分析について講義する．

Keyword〉 誤差, 正確さ, 精度, 定量分析法, 機器分析法
Fundamental Lecture〉 [先行科目]
Relational Lecture〉 “Experiments for Basic Chemistry”(0.5), “Physical Chemistry

2”(0.3), “Biological Statistics”(0.2), “Bioinorganic Chemistry”(0.3), “Exercise of
Biological Science and Technology 4”(0.5)

Requirement〉 高校理系の化学を十分修得していることを前提とする．
Notice〉 講義中に計算問題を解くことがあるので，常に計算機 (できれば関数電
卓)を持参すること．

Goal〉
1.分析を行う上で基礎となる基本的概念とこれらに基づく容量分析法 (滴定)
を理解する．

2.各種の機器分析法の原理と手法を理解する．
Schedule〉

1.導入教育，序論 (教科書 p.1∼ 4)
2.水の性質，酸-塩基，化学平衡 (教科書 p.5∼ 26)
3.酸-塩基平衡 (教科書 p.27∼ 34)
4.沈殿平衡，酸化還元平衡 (教科書 p.34∼ 43)
5.錯形成平衡平衡 (教科書 p.43∼ 49)
6.容量分析，重量分析 (教科書 p.51∼ 76)
7.分離と濃縮 (教科書 p.77∼ 100)
8.誤差，正確さと精度，有効数字 (教科書 p.113∼ 119)，中間試験 1(到達目標

1の一部評価)
9.機器分析 (1):機器分析概論，原子スペクトル分析法 (教科書 p.121∼ 147)

10.機器分析 (2):核磁気共鳴分光法，電子スピン共鳴 (教科書 p.147∼ 167)

11.機器分析 (3):分光光度分析法，蛍光およびりん光分析法 (教科書 p.167∼ 189)
12.機器分析 (4):赤外吸収分光法，X線分析法と電子分光法 (教科書 p.189∼ 205)
13.機器分析 (5):電気化学分析法 (教科書 p.205∼ 218)
14.機器分析 (6):クロマトグラフィー (教科書 p.218∼ 242)，中間試験 2(到達目
標 2の一部評価)

15.期末試験 (到達目標全ての一部評価)
16.答案の返却と講評

Evaluation Criteria〉 到達目標 2項目が各々 60%以上達成されている場合をもっ
て合格とする．到達度は目標 1が中間試験 1(20%)及び期末試験 (80%)で，目
標 2が中間試験 2(20%)及び期末試験 (80%)で評価する (出席点は加えない)．
中間試験 1(20%)+中間試験 2(20%)+期末試験 (60%)で最終評価とする．ただ
し出席率 80%以上 (12回以上の出席)を期末試験の受験資格とする．

Jabee Criteria〉 成績評価と同じ．
Relation to Goal〉 本学科教育目標 (C)，(D)に対応する．
Textbook〉 赤岩，柘植，角田，原口著「分析化学」丸善
Reference〉
�大橋，小熊，鎌田，木原著「分析化学-溶液反応を基礎とする」三共出版
�小笠原，細川，米山著「化学実験における測定とデータ分析の基本」東京
化学同人
�庄野，脇田著「入門機器分析化学」三共出版
�分析化学研究会 (編著)「定量分析」廣川書店
�黒田，杉谷，渋川著「分析化学」裳華房

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216393
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Matsuki (G607, +81-88-656-7513, matsuki@bio.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: Friday 16:20-17:50)
⇒ Hori (M821, +81-88-656-7514, hori@bio.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: Monday 11:55-12:50)
Note〉
�授業を受ける際には 2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習をし
たうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要である．
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�到達目標 1は授業計画 1-8に，到達目標 2は授業計画 9-14に関係する．
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